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ABSTRACT 
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September, 2002 
This paper refers that human thought behavior is a core function of the days and that the func-
tion is regarded as an energy of th巴creativedays for a business r巴sourc巴Sto r巴habilitateth巴society,
and here the paper finds the valu巴 ofa human thought behavior, The value conducted from this 
proposition shows the psychological richness in出巴 proc巴ssof self-d巴V巴lopment,during which peo 
pie recognize their personal role and the social richness isalso added to individual social recognition. 
With these id巴asin mind, I examine the individual based int巴malfactors as human thought be-
havior from three main internal human factors. They are f，巴巴lings,significance and meanings whos巴
behaviors are formed by personal experiences and by utilizing them I d巴velopa ft紅白巴rconsideration 
about human resources values, which are created through social proc巴SS巴ssuch as ability, object and 
action. 
In a digitalized society, human thinking way tends to be symbolized. In our daily life when we 
b巴haveourselves as instructed, w巴fulfilthe minimum necessity, which is understood as“modern ra-
tionalism”. If so, how we act positively and join th巴 societyis an answer to find values by human 
actions組 dsocially-minded behaviors. 
Wear巴ahuman resource who can get along with modern t巴chnologyand W巴， notas am巴mber
of social organization, but as a memb巴Iwho makes use of ours巴lvesin由巳 organization,hav巴to巴xert
ours巴lv巴Sto function actively. 
Human behavior complies an individual introspection and expectation in its developing process 
for intentional behaviors, which are based on various complications. And th巴secomplications lead to 
individual mental richness. They also contain that these behaviors produced a social richness in 
which we human being exist. 
[keyword] thought b巴hav附， value,image, conscio附
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I はじめに
人間の思考行動がいずれの時代も越えて中核機能であり、その機能力が経営資源として社会
を再生させる創造時代のエネルギーと考えられよう。時代の中核をなす機能力に思考行動の価
値を見い出すものである。この命題から導かれる価値は、人を中心とする個々の役割を認識し
た自己成長過程の精神的豊かさを示し、社会的役割認識が加わることによって社会的豊かさを
も加味される。ビジネスにおける人的行動を考える場合、単なる職務から派生する役割責任を
個の価値とみるのではなく 、もう少し深層に関わった個の内在的な部分に入り込むこととな
る。なぜならば、人的行為は意識下にあり、行為者の経験、いわば他者との関わりや社会との
関わりで、培ってきたものが基準となり、それが価値事象として表わされるからである。この意
において、価値は、個々の基準によって異なっているといえる。しかし、個人が社会に所属す
る一員であるという観点から、社会との関わり、組織との関わりにおける一定の価値基準があ
る。価値基準は、実質的性質に照ら して捉えると、有効性という ことになろう。
本稿では、人的機能を有効性の観点から思考行動におく。思考は、個々に内在する意識の事
象であり、 パーソナリテイ特性と して表わされるI。そして、パーソナリティ特性が、集団に
制度化され、個々の内面化された共通価値によって社会的秩序が保持される ものと考える。
本稿は、人的思考行動について、個人の経験的に形成された内在的構成要素と捉えている感
性 ・意義 ・意味を主体とした三性的に自存する意識構造から能力 ・対象・行為を主体とした作
用の社会関係過程を考察し、人的機能の価値行動を示唆する。
]I 現代社会が促す人的機能の課題
情報化、 グローパル化、エコロジー化が叫ばれる中で、現代社会は便宜性を優先とした合理
化に向けて加速している。ビジネス、日常生活などの定例化された機能に情報技術が浸透し、
人的思考を要さなくとも指定された機能を稼動させることによって操作可能とする便利な社会
が築かれている。フォーマッ ト化されたシステムの中で、 指示どおりに操作をすれば、誰でも
同じ結果を得ることを可能とする事象には、人聞は機械の補完的立場にあるかのような事象を
伺わせる。この事象は、われわれ日常生活空間でさまざまな形で表象されている。
例えば、ビジネス現場においては、合理化を促進させているビジネスの先駆的立場にあるコ
ンビニエンスストアやファーストフ ドーには、 誰が行なっても、 同じサービスを提供すること
ができる行動マニュアルがある。現場に携わる人材の9割が学生アルバイトで担うこの業態
は、仕事行動の合理化を図るために、人的行動を機械的に単一化している。 一連の単純な作業
工程を細分化し、作業に要する時聞が計算された仕事行動の裏には、機械制御された環境下が
ある。人的思考行動を妨げる、まさに、テーラ一 （F.W. Taylor）が唱える人聞を機械化した
科学的管理法（sci巴ntificmanag巴ment）論理2がここに息づいている。人的思考行動よりも機械
化の合理化システムを優先する環境下で労働を体験する学生にとっては、「手段一目的一条件」3
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を根底においた、本来の思考行動を要した合理化システム行動と異なる、いわば非合理化にあ
る歪みの仕事行動を体感していることになる。機械化システムに組み込まれた仕事行動が招く
仕事意識は、“vocation（仕事）”ではなく、“vacation（仕事からの解放）”と化してしまう。まる
で現代の代表的玩具、コンピュータゲームの操作過程4を思い起こさせる。コンピュータゲー
ムでは、何度も繰り返しゲーム工程を体験することで術を心得、 新たなステップへと進んでい
く。そこには、また新たな術が設定されている。その術は機械化され、マニュアル化されたも
のであり、ゲームに向けた勝利への意味行動を理解なくして無意識のまま進めていくことを可
能とする。しかし、その過程には、創造的思考を要するピジネススキルとの連関作用はない。
また、機械には道徳、観や責任感は理解できないのである。機械に対して人間の思考行動は、学
習能力を主とした多様性、可能性という精神が備わっている＼人間の役割は、恒常的な （per
manent）問題や解決されうる問題に対して、発展を妨げるものは何か、どのような順序で行な
う必要があるのかなどを捉え、 意識的にフィードパックさせて、常に迎える新たな変化と問題
に士す応していくことである。
この事象は、ゆらぎの時代にある現代に生きるわれわれにとって、最も重要視される人的行
動を有効的に稼動させるための大きな課題であり、そこに人的思考の価値が問われているとい
っても過言ではない。現在の事象がもたらす人的思考は、何らかの枠組みから離れた場合、何
ら令官を失い、行動ができない事象を招くことが危慎される。集団および組織の中での個人的役
割認識、いわば個々の人的行動の価値意識を低下させ、システムに同化していることへの安心
感を求めるようになる。そこには、同化した個人をよいものとし、自ら物質化し、無意識の中
から価値を見い出そうとしている現実がある。しかし、価値は、無意識には存在しない。なぜ
ならば、自己意識とは働いている精神の存在そのものであり6、経験と して蓄積されない行為
には価値は見い出されない。もちろん意識は無意識を媒介としているのであるが、無意識から
意識化への作用過程には、個々に内在する意識化行動を促す作用が働いていることが前提にあ
る。
現代という創造時代は、安定指向企業が相次いで破綻に追い込まれる中で、新たな技術と思
考をもって事業革新が展開されている時代である。いわば、不可能性をも可能性へと導く「社
会を見る眼を養う」ことによって、自己実現を図ることができる時代である。この時代は、組
織単位ではなく、個人と組織、個人と社会といった個が単位となっている。個の価値をいかに
他者（広義には組織や社会）の価値と融合させう るか、そこに本質的価値の性質が示される。
現代社会のキーワードともいえる合理化を進める根底には、個々の欲求充足ではない対他者
および対環境に眼を向けた豊かな生活、豊かな精神を築くための目的と手段がある。合理性
は、決して行為の目的となるのではな く、 あくまでも所与の体系におけるある時点での変化に
関する変化量を測定するための手段なのである（傍点は筆者）8 0 
本稿における価値は、個々の認識内に所在するものだけを捉えるのではない。 人的思考を社
会の有用性の高い機能であるという命題に基づいて、人的思考が生み出す価値は、個々の単な
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る利己的な利益を生み出すことではなく、また利益を目的とした人的資源の浪費ではなく、社
会的役割認識をもち、社会的有用性を生み出すことを意としている。
人的資源に関する現代の主な課題は、価値を創出させる有用な人的思考として、所与の目的
を果たすべく社会のシステムに組み込んでいくことである。
E 思考の概念
思考9は、感覚的経験10によって絶えず豊かにされる予測装置であり、発見と創造の装置1で
ある。それは、いかに、何がといった分析過程を経て、客観的な事象として示される。いわ
ば、意識が現実へ注意を向けることによって、意味行動を導くものであり、思考は抽象的なも
のではなく、実在的なものなのである。
われわれは、視角領域に入ってく るモノを、暗黙的に認識されたモノと して受け入れてい
る。この受け入れるという行為には、意識的ないしは無意識的を問わず受け入れる事象があ
る。しかし、この意識的ないし無意識的の違いは、行為結果の差異として示される。意識的に
受け入れた場合には、 主体的学習がある。 ここに、 意識化行動と学習の継続的な連鎖をみるも
のであり、 意識が促す思考によってわれわれの行動として表象される。いわば、「意識は、行動
の道具」12なのである。
例えば、「石は硬い」あるいは 「石は硬くない」という場合、石は硬いという概念が経験から
抽出したものであり、また「石は硬くない」 という否定的な言い方を「石は軟らかい」と言い
換えると、軟らかいという経験なくして換言できるものではない。また、「石は硬い」あるいは
「石は硬くない」という場合、そこには、肯定的立場と否定的立場が存在する。 否定的立場に
対して、ベルクソン（H.L. Bergson）は、「否定には、 新しい種類の表象すなわち無内包の観念
を創造する力があるとするのは無稽なわざであり、教示や発見は全く無効のものである。」日と
唱えている。「石は硬い」あるいは 「石は軟らかいjという肯定的な立場にある場合は、経験が
感性へ浸透し、実践的な要素が絡んで社会的、教育的な結果を招いているといえる。
これらの意において、人が肯定的もしくは否定的な立場を表わすことは、行動の有用性にあ
るといえる。 自分に不足しているものを創り出そうとする行為、そこには否定的な立場におけ
る不足点を補うべく次なる行為が生まれる。 不足点を不足として放置する場合には、それ以上
の発展はなく 、無の状態におかれることとなる。 人がいかに意識して行動するか、そこには自
身の経験14から蓄積された知性が伴う行動を導いていく過程がある。ボーム（D.Bohm）は、
「思考は、感覚や機能、作用など各々が全体を成して生まれるものであり、決して部分を取り
上げて機能づけられるものではない。」15としている。また、エイ （H.Ey）は、「意識存在は、そ
れを感触する感性的経験の主体であり、この意識的な感覚経験は、一部は無意識から現われ、
決して単に感覚的なものを示しているわけではない。J16と唱えている。
感覚与件によって心の中に描かき出された ‘＇imag巴”17は、さまざまな事象を捉え、そして把
握していく。この過程が、思考といえる。この“image”は、フッサール（E.Husserl）の言葉
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を引用すると、「精神的眼差しJ18であり、精神的眼差しを契機として、己を他者の物に置き、 世
界に置くことによって、諸能力を展開させ、思考から行動へと導く。
メルロ＝ポンティ (M.M巴rleau=Ponty）は、述べている。「他者の導入が、客観的超越を生み出
すわけではない。他者は、客観的超越のインデクスの一つであり、その一つの契機であり、世
界そのものにおいてこそ、他者の可能性が見い出されることになるのだ。」19と。
思考は、 最も高度ーな意識なのである。
w 意識の価値構造
意識がもたらす認識や動機づけや人的行為において実在機能をもっており、そして実在的な
思考機能が殆ど全ての行為の中で働いており、結果を導く思考それ自身が現実的なものなので
あるへそれ故に、何を見て、何を感じとるか、個々の意識の向くところ知何により、 個人以
外との関連性に問題を投じることになる。なぜならば、 一つの対象が同じ対象として、同一性
として意識されるところに社会の秩序があり、個々の意識作用は他者および社会との統一体を
目指すことによって、本稿の命題である人的思考が、時代の中核機能と して社会を再生させる
価値を見い出すからである。この意において、個々の意識の内にある価値構造を示すことは重
要といえる。
意識の価値構造は、人的機能について筆者がこれまで考察してきた結果 （図1）に基づい
て、個々に内在する要素 “sense”・“significanc巴”・“meaning”で示すヘ
sense 
significance 素材価値 meaning 
図1 意識の価値構造
出所 田口智子稿 日本国際秘書学会研究年報第7号「秘書の自己組織性」 2000年 44ページ
“sense”は、感覚とか方向を示し、他の2要素 “significance”、“m巴aning”との関わりによっ
て社会的共通感覚を生み出す。“significance”は、意義を示す。直訳をすれば、意味することで
あり、 底辺を構成する もう一つの内在的要素 “meaning”の意味あるものとの連関によって、
多様性を生み出す。基底にある“significance-m巴胡ing”の作用が生み出す価値は、 どのような
素材を選び出すかによって、 “sense-significanc巴”および“sens巴meaning，，の作用価値の指標を
定めることから、素材価値と据える。 また、“sense-significance”の連関作用が生み出す本質的
機能の価値を行為の価値と捉える。“meaning”は、ある特定の行為の内部へと導いていく自身
の展望の実現化され得る可能性の意味を示す。事象に対して、本質的意味を捉える過程には、
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これまで感情的に捉えてきた事象に対する質を聞い、反省するという 学習がある。この
“sens巴ーmeaning”の連関作用が生み出す価値を精神的価値と捉える。
“sense”は、常に社会的に何が有意義かを導く “significance”と、何が有意味かという
“meaning”の導きによって、独自の価値から他者性へと聞かれていく。
ボームは、意識の流れを思考や観念よりも重要と して、物事を断片化して捉える原因を質料
因 （material caus巴）・作用因 （efficiency cause）・形相因 （formal cause）の3要因で示してい
るお。 この3要因を植物事例でみると、質料因は、植物の実態を作り上げる土や空気および水
や日光にあたる。作用因は、種を植えることを示す。いわば、 事物にとっての外的作用であ
り、全過程を始動させる作用である。 形相因は、事物にとって本質的に秩序づけられた、 構造
化された内的運動、いわば、他の木と異なる木の特徴を示す樹液や枝葉などにあたる。ボ ム
は、形相因を形成原因（formativecause）とも捉え、 結果や生産物などの目的因 （final cause) 
を含んで、用いている。
この3要因を先の筆者が示す意識の価値構造3要素との連関作用を試みると、質料因は
“meaning”に、作用因は“significance”に、そして形相因は“sense”に働きかけて、意識の意
味作用を引き起こす（図2）。そして、各々の作用因が、部分の全体を成し、新たな意識の流
れを作り出していく。
意識は、意味を介して、また意義を介して、自身の対象へと関係付けをしているのである。
形相因
significance 
外的作用との関連性から
多様性を生み出す作用
?，?，? ?，
?，?，，，?
?，?? ?? ?，，?? ?，，?，??，??，?? ??，??，?，sense 
本質的秩序を目指す内的運動
質料因
meaning 
反省し、意味を与える作用
図2 意識の意味作用
（備考）「図ljとボー ムの理論を構成し、筆者が独自に展開した
この理論の成立を意味する事例として、ベルクソンは次のように述べている。「動物は、太陽
エネルギーを植物から直接かあるいは動物同士の間で渡し合うかして、借りるほかない。で
は、エネルギーを植物はどんな具合に貯蔵するのか。葉緑素の機能は、 太陽エネルギーを用い
て炭酸ガスの炭素を固定しつつ、エネルギーを貯蔵するところにある。（中略）しかし、植物
がエネルギーを貯蔵するのは、動物のためではなく、自家消費のためである。」（傍点は筆者）お
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植物の生命維持をかけたエネルギーの貯蔵機能は、動物の生命維持にも関与しており、この意
において、動植物の生命全体とした生命は、太陽エネルギーを貯える潜在的な力として捉えら
れる。
人間には意識が備わっている。“sense”が個の内に留まっているのであれば、感性は感性と
して、本能のまま、自身との利害関係のある特殊な事物のみを対象と した行動を促す （傍点は
筆者）目。これに対して、“sens巴”が社会的意識作用との差異を生み出し、意識の諸機能との統
合化がされた場合は、感性は知性として表わされる。そして、本能は知性を伴うことによっ
て、潜在的機能（latentfunction）から顕在的機能 （manifestfunction）を備える。
価値行動を導く意識の価値指標は、質料困、作用因、形相因の3要因が導き出す“sens巴
s1gnific白1ce-m巴aning”の意識の3契機によって修正される。
v 行為の価値基準
人間は、社会を成して生きる存在であり、人的思考は、社会に有用性をもたらす価値行動に
よって、創造時代の中核機能を果たす。
有用性をもたらす人的思考の価値行動を考えるうえで一つの事例を挙げてみよう。
企業が金銭的利得のためにあると仮定した場合、その時企業経営の評価基準は、「その企業が
収益を増すか」ということであり、それは企業家の責任となる。近年、大企業の相次ぐモラル
ハザードが浮上している。これらの企業行動を外観すると、個人利益を主目的として、そのた
めの手段は何ら重要視されず、単なる増収を促すモノにのみ配慮している現状がある。その際
の配慮が向かっている対象については、 全く把握されていない現状がある。有用性は、 行為が
行為を及ぼす作用に目を向けることによって生まれるものであり、それが本来の価値といえ
る。
われわれ人聞は、最も深い欲望と して人生を豊かにすることを欲している。
欲望を最高次の欲求としてではなく妥協に転化してしまったら、そこには個人としての進歩
も、社会的な進歩も存在しない （傍点は筆者）お。
ポラニー（M.Polanyi）は、 「知識は、何であるかを知る （knowingwhat）といかにしてかを
知る（knowinghow）の 2側面を備えている」26とし、 「知識は、何を（what）という本来の意
と、いかにして（how）という機能的な意を もっ動 く名詞として暗黙裡に知ること （tacit 
knowing）である。J27と唱えている。
進化は連続的な過程であり、知覚や欲求充足などにはさまざまな混沌と した状態が表象す
る。その状態から何を、いかにして行動するかを誤ると、邪悪な存在となる。ここに、行為の
価値基準と意識の指向性の関連性を確認するものである。
ボームは、基準という概念について次のように述べている。「個々 の内在的な感覚や精神を通
じて認識された普遍的で内的な比率を示す」おとし、「洞察によって指し示された道に従うなら
ば、認識は、明断となり規則正しい行為や調和のとれた生活がもたらされるOJ29と唱えてい
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る。いわば、意識が向く基準とその結果は、同一方向を向くのである。そして、価値基準が共
通価値と結びつき、社会的行為を促していく。ハーパマス （J.Harbermas）が唱える人と人と
の問主観的な了解関係の拡張という意味での合理性に繋がるコミュニケーション行為がここに
存在する。これらの意において、価値意識は、合理化の一側面を示しており、価値意識の有効
なデータとなしうるへその有用性を導く基準は、ボームの言葉を引用すると、「基準は、 万物
の本質に対する洞察のー形式」31であり、「基準は、人間によって形成された洞察戸であり、そし
て「最終目的を達成するために全体情況のもとで選択された手段が適切であるかどうかYとい
う関係性によって成り立つ。 そして、その基準は、価値の意味、人間性へと深く内部に入り込
むことになる。
現代事象を捉えると、「時が経つにつれて、基準についての考え方は徐々に変化し、比較的粗
雑な機械的なものになっている。基準という観念を上司や教師などによる教育に従って機械的
に学ぶようになり、誰もが主体的に学んでいる比や比率についてのより深い意味を、内的な感
情や理解を通して創造的に学びはしなくなったYのである。もちろん、指導の人間的側面は重
要であり、これを軽視しているのではない。指導者は指導者としての役割認識をもって、組織
や社会に有用性を発展させるという作用がある。しかし、それを受ける側は、作用を無視した
断片的な物事の捉え方をし、全体としては何も作用していない。そこに価値意識の問題があ
り、それをボームが示す機械的学習として引用したことを付け加えておく。換言すれば、意識
は個々に内在するものであり、これを指向的体験によって価値的意味を含ませていくことによ
って、多様性や可能性を生み出していける。
現代は、人間環境を制御する新技術の開発が無制限に進めらている。進歩は、将来に対し
て、新たな可能性を聞いていくと共に、新たな制約を課している。
ベルクソンは、「意識は何より人間の知性である」35と唱えている。また、ボームやフッサールが
示す洞察や把握について、ベルクソンは注意と示し、その注意は、「力と努力である」羽と定義し
ている。
われわれが属する社会（行為目的対象に応じては組織、家族、個）は、個々の意識が調整さ
れた人間の努力の体系として存在し、それが全体としての機能を成す。過去に経験した環境
は、個々の意識作用によって未来の環境に何らかの意味で効果的に対処しうる形に変化するこ
とを可能とする。そこに、思考が導く価値行動がある。
百おわりに
われわれが反省すべき点は、技術が進展する時間経過と共に合理性を目的としてしまったこ
とにある。眼に見えるモノ、手に触れるモノを重視した社会構造が、人的機能を利己的欲求重
視の非合理性へと導いている。慣習や反復は、安全性や安心感をもたらし、それに伴い意識化
と人間的豊かさは低下を示すことを、ここに強調するものである。マニュアル化された人的行
動は、行動マニュアルを除去すると何も残りはしない。しかし、思考が導く価値行動には、何
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であるかを知る（knowingwhat）、いかにしてかを知る（knowinghow）という連続的な意識の
作用がある。それゆえ、人的行動には必ず意味が存在する。
社会の発展は、人的機能の発展でもあり、社会の再生は、人的機能の再生なのである。われ
われにとって、日常生活を通じて、規範や倫理、モノの価値を主体的に思考し、価値の本質を
見極めていこうとする態度が重要である。ただし、人的思考がもたらす価値行動は、個々の欲
求によって価値づけられるものではなく、対社会、対人間の中で位置付けられることに注意し
なければならない。注意するということは、意識作用から感覚与件を通過し、新たな思考を生
み出すことである。
余りにも安易に用いられている注意すること、考えること、合理化することの本質的意味の
裏には、価値がある。
ライル （G.Ryle）は述べている。「粗野で、不注意な発言をすることは思考することではな
く、幼児のおしゃべりにすぎない。」37と。
「自分の役割は何ですか？」
この間いに対して、職務上の役割や家族的立場などの自己の枠組みから抜け出して回答を導
き出そうとしたらならば、きっとその過程から思考が導く価値が生まれ始めるであろう。
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